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 意見 
  定住・移住を試すことができる体験施設の提案。 
 
 考え方 
  旭川における医療分野は大変充実しており、ゴッドハンドと称されるドクターも活

躍され、世界から注目されるようになってきました。 
  病院も沢山有り、旭川に住む私達にとっては、病気になっても安心して治療を受け

られる環境が整っています。また大自然に囲まれ、交通の要衝地でもあり、観光的

にも魅力ある地域です。このように住環境に恵まれたエリアであることを、もっと

ピーアールすれば、全国から人が訪れる地域になると考えます。 
そこで、これらの機能を生かした「定住自立のすすめ」を考えたいと思います。 
具体的な案として、市及び各町が移住のための「おためし体験施設」を作ることで

す。移住を希望する人に、それぞれの目的にあわせて施設を利用してもらえるよう

にします。 
これまで様々な移住スタイルがあったと思いますが、移住者は想像以上に多くのリ

スクを抱えるのが現状です。そのため、定住という段階にまで進むのは難しい状況

にあると思います。 
たとえば定年退職者が移住する場合、転職というよりは「生きがい」をもとめるケ

ースが多いと思います。そこには健康的に暮らしたいという願いや夢もあると思い

ます。また若い世代であれば、都会における子育ての難しさがきっかけになってい

る場合が多いと思います。子供の幸福を願って移住するケースです。 
では移住希望者は、どうやって場所を探して決めるのか？ 
単なるパンフレットやＨＰの情報だけでは不充分です。求められているのは 
人的なサポートではないか？実際にその場で生活してみることではないか？ 
私は、一番厳しい季節や地域の距離感、食生活などを実際に体験してもらうことが

必要だと考えます。そして健康的に暮らせるか、生きがいを見出せるか、子供達が

馴染めるか、時間をかけて考えてもらう必要があると思います。 
受け入れ側には、移住希望者の抱える問題に継続的にきちんと向き合い、フォロー

するプロジェクトが必要です。 
また、本当にそこに住みたいと考える人が集まることで、地域も魅力的になって行く

のではないか？ 
高齢者が多くなる現実を受け止めれば、新しい場所での暮らしを希望するパワー

のある高齢者をサポートする事業が必要になってくると思います。 
それぞれの地域に体験できる施設があれば、移住という考え方も一歩前進すると

考えます。 
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